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令
和
三
年   

秋

号

　
令
和
三
年
は
伊
能
忠
敬
が
「
大
日
本
沿
海
輿
地
全

図
（
伊
能
図
）」
を
幕
府
に
上
呈
し
て
二
百
年
と
い

う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
伊
能
忠
敬
は
深
川
黒

江
町
（
現
在
の
門
前
仲
町
）
に
居
住
し
、
測
量
に
出

か
け
る
際
に
は
富
岡
八
幡
宮
を
参
拝
し
て
か
ら
出
発

し
ま
し
た
。

　
伊
能
図
は
大
図
二
百
十
四
枚
、
中
図
八
枚
、
小
図

三
枚
で
構
成
さ
れ
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
七
月

十
日
に
上
呈
。
忠
敬
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
地
図
の
作
製
は
天
文
方
高
橋
景
保
ら
に
引
き
継

が
れ
、
景
保
は
忠
敬
の
孫
忠
誨
（
た
だ
の
り
）
そ
の

他
門
弟
を
従
え
て
登
城
。
江
戸
城
大
広
間
に
西
日
本

部
分
が
展
開
さ
れ
て
、
老
中
若
年
寄
の
閲
覧
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
と
き
将
軍
の
上
覧
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
既
に
文
化
元
年
（
一
八�

〇
四
）
に
東
日
本

部
分
が
将
軍
の
上
覧
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
節
目
に
あ
た
り
本
年
四
月
に
は
伊
能
図
完
成

二
百
年
記
念
事
業
推
進
協
議
会
の
主
催
（
富
岡
八
幡

宮
は
共
催
と
し
て
参
画
）
で
伊
能
図
完
成
二
百
年
記

念
の
集
い
が
開
か
れ
（
本
誌
五
頁
に
写
真
）、
期
間

中
に
記
念
式
典
と
元
国
土
地
理
院
長
星
埜
由
尚
氏
の

記
念
講
演
会
、
立
川
志
の
輔
師
匠
に
よ
る
記
念
落
語

会
「
伊
能
忠
敬
物
語
　
大
河
へ
の
道
」、
ま
た
伊
能

図
と
測
量
機
器
の
展
示
、
測
量
体
験
、
地
図
の
折
り

方
教
室
、
八
幡
宮
バ
ー
チ
ャ
ル
参
拝
体
験
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
現
在
、
最
新
の
技
術
と
研
究
成
果

を
駆
使
し
た
令
和
の
伊
能
図
の
製
作
が
進
行
中
で

す
。

伊能図完成200年

令和の伊能大図 100号　冨士山
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御神楽の儀（13日・14日・15日）

　
本
年
の
例
祭
は
八
月
十
三
日
よ
り
十
五
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
毎
朝
九
時
よ
り
宮
司
以
下
神
職
に
よ
り
朝
御
饌
祭
を
斎
行
。

ま
た
夕
刻
に
は
御
神
楽
の
儀
が
行
わ
れ
、
神
職
に
よ
る
朝
日
舞
、
巫
女
に

よ
る
富
岡
の
舞
、
浦
安
の
舞
を
は
じ
め
数
曲
が
連
日
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
五
日
の
例
祭
祭
典
は
宮
司
以
下
神
職
に
よ
り
厳
修
さ
れ
、
我
が
国
の

繁
栄
と
氏
子
崇
敬
者
の
平
安
、
そ
し
て
こ
の
度
の
感
染
症
終
息
を
祈
願
。

参
列
は
宮
総
代
並
び
に
崇
敬
会
・
神
輿
総
代
会
の
代
表
者
の
み
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
奉
納
演
芸
等
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
境
内
で
八

幡
祭
り
写
真
展
を
開
催
。
約
百
二
十
点
の
写
真
や
過
去
の
映
像
を
展
示
し

て
、
祭
り
の
醍
醐
味
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

感
染
症
終
息
を
祈
る
令
和
三
年
例
祭
斎
行

八幡祭り写真展

朝御饌祭（13日・14日） 例祭祭典（15日）



七五三詣の皆さまへ
記念撮影の予約を承ってお
ります。土日祝日は混雑が
予想されますのでお早めに
お申し込みください。

富
ヶ
岡

ご
よ
み

行
事

10
月
〜
神
無
月
〜

11
月
〜
霜
月
〜

六
月
三
十
日
の
「
夏
越
の
大
祓
」
と
同
じ
く
、
半
年
間
の
罪
穢
れ

を
祓
う
お
祭
り
で
す
。
清
々
し
い
心
身
で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
一
年
、
神
様
に
お
守
り
頂
い
た
こ
と
へ
感
謝
し
、
新
年
の
更

な
る
安
寧
を
祈
る
お
祭
り
で
す
。

12
月

1

　月
次
祭
（
縁
日
）

15

　月
次
祭
（
縁
日
）

28

　月
次
祭
（
縁
日
）

31

　大
祓
　
　

※

午
後
三
時
斎
行

31

　除
夜
祭
　
　

※

大
祓
に
続
い
て
斎
行

〜
師
走
〜

公式動画

～時代と共に、地域と共に～
富岡八幡宮

富岡八幡宮の由緒、祭礼等
を18分にまとめた公式動画
が完成しました。
ユーチューブの富岡八幡宮
チャンネルで配信中です。
ぜひごらんください

※

参
列
人
数
を
制
限
さ
せ
て
頂
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

※

参
列
人
数
を
制
限
さ
せ
て
頂
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

アクセスは
こちらから

「
こ
ん
ぴ
ら
ふ
ね
ふ
ね
」
の
歌
で
も
知
ら
れ
る

「
こ
ん
ぴ
ら
様
」
は
、
大
物
主
命
を
お
祀
り
す

る
海
上
安
全
の
神
社
で
す
。

女
性
の
守
り
神
で
あ
る
粟
島
神
社
は
、
医
薬
の
神
・
少
名
彦
命
を

お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
神
宮
で
神
嘗
祭（
新
穀
を
お
供
え
し
神
恩
に
感
謝
す
る
祭
典
）が

斎
行
さ
れ
る
こ
と
を
祝
う
お
祭
り
で
す
。

御
祭
神
・
事
代
主
命
は
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
え
び
す
顔
の
、

商
売
繁
盛
の
神
。
深
川
七
福
神
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

1

　月
次
祭
（
縁
日
）

10

　末
社
・
金
刀
比
羅
神
社
例
祭

15

　月
次
祭
（
縁
日
）

　末
社
・
粟
島
神
社
例
祭

17

　神
嘗
奉
祝
祭

20

　末
社
・
恵
比
須
社
例
祭

28

　月
次
祭
（
縁
日
）

こ

か
ん

な
め

ほ
う
し
ゅ
く
さ
い

に
い

な
め

さ
い

と

ひ

ら

じ
ん

じ
ゃ

お
お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
み
こ
と

す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

こ
の
日
を
中
心
に
七
五
三
の
お
祝
い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

明
治
天
皇
の
お
誕
生
日
に
当
た
る
こ
の
日
、
日
本
の
近
代
を
お
開

き
に
な
っ
た
御
遺
徳
を
し
の
び
、
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

御
神
前
に
今
年
の
新
穀
を
お
供
え
し
、
五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
、

最
も
重
要
な
お
祭
り
の
ひ
と
つ
で
す
。

1

　月
次
祭
（
縁
日
）

３

　明
治
祭

9

　末
社
・
大
鳥
神
社
例
祭 

〜
一
の
酉
〜

15

　月
次
祭
（
縁
日
）

　
　七
五
三
詣

21

　末
社
・
大
鳥
神
社
例
祭 

〜
二
の
酉
〜

23

　新
嘗
祭

28

　月
次
祭
（
縁
日
）

殖
産
興
業
と
商
売
繁
盛
の
神
・
天
日
鷲
命
を
お
祭
り
す
る

大
鳥
神
社
の
例
祭
で
、初
冬
の
風
物
詩
「
酉
の
市
」
が
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
本
誌
七
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

あ
め
の
ひ
わ
し
の
み
こ
と

各
行
事
と
も
参
列
人
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
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5
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伊
能
図
完
成
２
０
０
年
記
念
の
集
い

四
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
於
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

　（
本
誌
表
紙
記
事
参
照
）
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◆参　拝
⃝�床面の表示にしたがって間隔をあけてお参りくだ
さい。

◆御祈祷
⃝ご参列はご本人のみとさせていただきます。
　�（初宮詣・七五三詣・安産祈願・長寿の祝賀等は
ご本人のほか 2名様まで。団体の予約祈祷は10名
様程度までとさせていただきます。）
⃝�お申し込みの前に体温とご体調の確認をさせてい
ただきます。
⃝�入口にて手指を消毒し、必ずマスクを着用の上ご
参列ください。
⃝�一回のご祈祷の件数を状況により制限させていた
だきます。
⃝�祈祷後の神酒拝戴は取りやめ、御神酒の小瓶とか
わらけをお持ち帰りいただき、ご自宅で戴いてく
ださい。

◆神符守札の授与
⃝手指の消毒をお願いいたします。
⃝�申し出によって、ご希望のお札お守りを職員が準
備いたします。

◆御朱印
⃝�あらかじめ紙片に押印した御朱印を授与いたしま
す。

◆職員の応対等について
⃝�職員は、毎朝の体温測定を徹底し、手洗い・うが
い・手指の消毒を頻繁に行い、祭儀奉仕の神職以
外はマスクを着用して応対いたします。

⃝�要所に幕・板等を設置して、飛沫飛散防止に努め
ます。

�
以上、今後も感染防止対策を徹底し、日々の神前奉仕・
祭典・行事を行ってまいります。

参 拝 者 の 皆 様 へ
―感染防止に対する取り組み―

　
当
富
岡
八
幡
宮
崇
敬
会
は
、
八

幡
様
の
御
神
徳
を
よ
り
一
層
仰

ぎ
、
自
身
だ
け
で
な
く
世
界
中
の

人
々
と
と
も
に
幸
福
で
あ
り
た

い
と
い
う
人
々
に
よ
り
、
昭
和

二
十
三
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
七
十
年
あ
ま
り
、
皆
様
の
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
発
展
し

て
お
り
ま
す
。

　
八
幡
様
を
ご
信
心
さ
れ
る
方
に
は

ど
う
ぞ
ご
入
会
い
た
だ
き
、
八
幡
様

と
と
も
に
日
々
の
生
活
を
ま
す
ま
す

充
実
し
た
も
の
と
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

会
員
特
典
（
一
部
）

○
お
名
前
を
崇
敬
者
台
帳
に
記
入

し
、
毎
朝
の
祭
典
に
て
家
内
（
社
内
）

安
全
・
家
業
（
社
業
）
繁
栄
を
祈
願

い
た
し
ま
す

○
崇
敬
会
特
別
祈
願
神
札
を
毎
年
授

与
い
た
し
ま
す

○
祭
典
・
諸
行
事
の
ご
案
内
を
い
た

し
ま
す

○
各
種
出
版
物
を
贈
呈
い
た
し
ま
す

○
名
誉
会
員
に
は
本
祭
り
各
町
神
輿

連
合
渡
御
特
別
観
覧
席
に
御
招
待
い

た
し
ま
す
。

○
法
人
会
員
の
う
ち
名
誉
会
員
・
特

別
会
員
の
皆
様
に
は
正
月
団
体
祈
祷

予
約
案
内
を
早
期
発
送
い
た
し
ま

す
。

●
正
会
員
（
年
会
費
　
三
千
円
）
よ

り
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
す

●
お
問
合
せ
・
お
申
し
込
み
は
社
務

所
ま
で

崇
敬
会
の
ご
案
内
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深川
八幡酉の市

十
一
月
酉
の
日
の
大
鳥
神
社
例
祭
に
あ
わ
せ
て
開
か
れ
る
酉
の
市
。

初
冬
の
風
物
詩
と
し
て
、 

当
日
は
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
の
熊
手

が
授
与
さ
れ
ま
す
。

神代巫女の
かみしろ

酉の市
QA&

Q

　酉の
日
っ
て
？

A
今
年
は
丑
年
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
十
二
支
は
年
ご
と

に
割
り
当
て
ら
れ
、
十
二
年
周
期
で
十
二
支
が
一
回
り
し

て
い
ま
す
。
実
は
同
様
の
こ
と
が
、
日
や
時
間
に
も
割
り

当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
酉
の
日
も
十
二
日
に

一
度
巡
っ
て
き
ま
す
。
十
一
月
は
三
十
日
間
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
酉
の
日
は
必
ず
二
日
は
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は

三
日
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
最
初
の
酉
の
日
を
「
一
の
酉
」、
二
番
目
を
「
二

の
酉
」、
三
番
目
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
「
三
の
酉
」
と
称
し
、

大
鳥
神
社
の
例
祭
が
御
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

Q

　熊手
と
は
？

A
酉
の
市
で
授
与
さ
れ
る
縁
起
物
で
す
。
福
を
掻
き
込
む
、

取
り
込
む
と
さ
れ
、
神
社
で
は
御
守
り
と
稲
穂
を
付
け
た

「
か
き
こ
め
守
り
」
と
し
て
授
与
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
枡
や
小
判
、
お
か
め
と
い
っ
た
縁
起
物
を
付
け
た
も

の
も
あ
り
、
開
運
、
財
運
、
家
庭
円
満
と
い
っ
た
御
利
益

を
求
め
て
毎
年
多
く
の
参
拝
者
が
受
け
て
行
か
れ
ま
す
。

　
　
　二
の
酉
二
十
一
日（
日
）

十
一
月
一
の
酉

九
日（
火
）

各
日
と
も
開
催
を
知
ら
せ
る
煙
火
が
十
二
時 

十
五
時 

十
八
時
に

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

本
年
は
密
集
を
避
け
る
た
め
、

神
社
の
熊
手
守
り
は
十一月
九
日

よ
り
十
一
月
中
毎
日
授
与
い
た

し
ま
す
。な
お
露
店
の
熊
手
は

酉
の
日
の
み
に
な
り
ま
す
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七五三のお子様、そしてご家族の皆様、本当におめでとうございます !
お子様のつつがない成長は、ご家族の何よりの喜びですよね。

そうした成長も、神様のお守りがあればこそです。
ぜひご家族おそろいでお詣りください !

衣装

着付

祈祷

写真

東衣装店にてご予約
承ります

衣装は当日神社に
ご用意いたします

神社にてご予約承り
ます。当日は会館内
にて着付します
ご家族もどうぞ

御本殿にてお子様の
氏名を読み上げます
当日申込を承ります
初穂料 5,000円〜

晴れの日の記念にふさ
わしい良質なお写真を
撮影いたします。
ご予約承ります

祝 七五三

各種金額等詳細はホームページにて !

お
詣
り
は

い
つ
す
れ
ば
い
い
の
?

か
つ
て
は
十
一
月
十
五
日
に
お
詣
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
近
辺
の
、
皆
さ
ん

が
都
合
の
い
い
日
を
選
ん
で
来
ら
れ
る
方
が

多
い
で
す
よ
。

数
え
年
っ
て
?

そ
の
年
の
満
年
齢
に
一
歳
加
え
た
年
齢
を
数

え
年
と
い
い
ま
す
。
元
来
は
数
え
年
で
お
祝

い
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
満
年
齢
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

神代巫女
かみしろ

の

七五三
QA&

QQ AA　
密
集
を
さ
け
る
た
め
七
五
三

の
ご
祈
祷
は
、
お
祝
い
の
お
子

様
の
他
、
付
添
は
二
名
様
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


